
令和６年度 九州国際大学付属高等学校

数 学 入学試験問題

問題用紙 （１～12 ページ） 試験時間 （50 分）

注 意 事 項

１. 試験問題は、試験開始の合図があるまで開けないこと。

２. 試験開始後、問題冊子の印刷の不具合などに気付いた場合は手を挙げて監督者に

申し出ること。

３. 解答は、すべて解答用紙に記入すること。

４. 計算機、定規、分度器、アラーム、携帯電話等の使用は禁止する。

５. 体調不良等の場合は、監督者に申し出ること。

６. 問題用紙は、各自持ち帰ること。
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大問 ～ のすべての問題に対する解答記入上の留意点

・ 答えに分数が含まれるときは，それ以上約分できない形で表しなさい。

・ 答えに√が含まれるときは，√をつけたままで答えなさい。ただし，√の中を最も小さい自然数に

しなさい。

・ 円周率はπを用いなさい。

・ 解答はすべて解答用紙の枠内に記入しなさい。

１ ６

１ 次の各問いに答えなさい。

⑴ ４3＋(－２)2 を計算しなさい。

⑵ ６ × ２ ÷ ３ × ２ ２ を計算しなさい。

⑶ ５ － 10 ＋ 20 ＝０ を について解きなさい。

⑷ ＋ ＝－２， ＝－５のとき，（ ＋１）（ ＋１）の値を求めなさい。

⑸ ２ 2－４ ＋２ を因数分解しなさい。

⑹ 二次方程式 2－５ －２＝０ を解きなさい。

⑺ ６枚のカード ， ， ， ， ， から２枚を選んで一列に並べるとき，並べ方は何通り

あるか答えなさい。



⑻ 下の図において，Oは円の中心である。∠ と∠ の大きさをそれぞれ求めなさい。

⑼ 次のデータは，ある書店における書籍Ａの１年間の月ごとの販売数である。

12，14，11，20，９，17，10，12，17，21，15，16（冊）

このデータの箱ひげ図をかいたとき，⫟～⫢に入る数字を答えなさい。

⑽ 下の図は正四角すいの展開図である。表面積を求めなさい。
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太郎さんと花子さんが所属するクラスでは，10 月から 12 月までの３ヶ月間，古紙を集めて

月に１回，古紙とトイレットペーパーを交換するリサイクル活動を行った。集めた古紙は，

新聞紙，段ボールの２種類で，下の図は，トイレットペーパー１個と交換できる古紙の重さを

表したものである。ただし，トイレットペーパーと交換できる古紙はすべて交換し，余った

古紙は翌月に繰り越した。

以下の＜会話文＞を読んで，次のページの各問いに答えなさい。

＜会話文＞

太郎さん：10 月は新聞紙が 30㎏，段ボールが 24㎏集まったね。

花子さん：10 月から集め始めたばかりなのにすごい。

10 月は新聞紙も段ボールも余りが出なかったね。

太郎さん：そうだね。11 月は新聞紙が 55㎏，段ボールが 34㎏集まったから，

新聞紙も段ボールも余りが出たよ。

この余りは，12 月のトイレットペーパーの交換に使えたね。

花子さん：12 月に集めた新聞紙と段ボールの重さの合計は，115㎏だったね。

11 月の余りと合わせて，12 月に交換できたトイレットペーパーは 12 個で，

３ヶ月の中で一番多かったね。

しかも，新聞紙も段ボールも余りが出なかったよ。
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２

新聞紙 10kg トイレットペーパー 1個

段ボール 12kg トイレットペーパー 1個

＝ 2



⑴ 10 月に交換できたトイレットペーパーの個数を求めなさい。

⑵ 12 月に集めた新聞紙の重さを ㎏，段ボールの重さを ㎏とする。

このとき， ～ に適する数を入れ，連立方程式を完成させなさい。

＋ ＝

＋
＋ ＝ 12

⑶ 12 月に集めた段ボールの重さを求めなさい。
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次の各問いに答えなさい。

⑴ 「２つの変数 , があり， の値を決めると，それに対応して の値がただ１つに決まる

とき， は の であるといいます。」

① に適する用語を答えなさい。

② 次の（ア）～（ウ）について， をみたすものに〇，みたさないものに×を記入

しなさい。

（ア）1000 円を持って買い物に行き， 円使った時の残りの金額は 円である。

（イ）身長 ㎝の人の体重は ㎏である。

（ウ）半径 ㎝の円周の長さは ㎝である。

⑵ 次の（ア）～（エ）について，３つの直線で囲まれた部分が三角形となるものに〇，

ならないものに×を記入しなさい。

（ア） ＝２ －３， ＝－３ －１， ＝２ ＋４

（イ） ＝１２ ＋ ５２ ， ＝－３ －１， ＝２ ＋４

（ウ） ＝－ ＋４， ＝－３ －１， ＝２ ＋４

（エ） ＝４， ＝－３ －１， ＝３

⑶ 放物線 ＝ 2が３つの直線 ＝２ ＋１， ＝－ ＋５， ＝１２ ＋２で囲まれた

部分を通るとき， のとる値の範囲の中で最も大きい値を求めなさい。

３

􂎧􂎧􂎪􂎪􂎪􂎪􂎨􂎨􂎪􂎪􂎪􂎪􂎩􂎩
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赤と青の２色が規則的に点灯する装置がある。

点灯の規則は以下の通りである。

【点灯の規則】

「赤→赤→青→赤→青」の５回の点灯を繰り返す。

赤→赤→青→赤→青→赤→赤→青→赤→青→ ……

したがって，４回目は「赤」，10 回目は「青」が点灯している。

このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 装置が 43 回目まで規則通りに作動したとき，43 回目はどちらの色が点灯しているか答え

なさい。

⑵ 装置が 106 回目まで規則通りに作動したとき，106 回目までに「赤」は何回点灯したか

答えなさい。

⑶ 装置は 52 回目までは規則通りに作動したが，53 回目で誤作動が起こり，もう一方の色が

点灯した。その時点ですぐに装置を停止して調整を行った。その後，点灯を再開させて

54 回目からは

赤→赤→青→赤→青→ ……

の順に点灯し，規則通りに作動し続けた。

このとき，１回目から 106 回目までに「赤」は何回点灯したか答えなさい。

４

赤 青

装置
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５ 【図１】のように，ＡＢ＝６，ＢＣ＝５，ＣＡ＝３である△ＡＢＣのすべての頂点を通る円がある。

この円周上に，ＡＣ＝ＢＰとなる点Ｐを，点Ｃを含む弧ＡＢ上にとる。このとき，次の各問い

に答えなさい。

⑴ △ＡＢＣ≡△ＢＡＰとなることを以下のように証明した。⫟～⫡にあてはまる記号や

ことば，⫢には三角形の合同条件を入れ，証明を完成させなさい。

［証明］ △ＡＢＣと△ＢＡＰにおいて，

仮定より ＡＣ＝ＢＰ … ①

共通な辺より ＡＢ＝ＢＡ … ②

ア の定理より

∠ＢＡＰ＝∠ イ … ③

∠ＣＡＰ＝∠ ウ … ④

③，④より，∠ＣＡＢ＝∠ＰＢＡ … ⑤

①，②，⑤より，

エ ので，

△ＡＢＣ≡△ＢＡＰ

〔証明〕 ２つの奇数は整数 ， を用いると，

解答用紙の枠内
に記入すること。

したがって，２つの奇数の和は偶数になる。

A

C
P

B

【図１】
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⑵ ⑴のとき，【図２】のように，円周上にＡＣ//ＱＢとなる点Ｑをとり，ＣＰとＱＢをそれ

ぞれ延長した線の交点をRとする。このとき，次の各問いに答えなさい。

① ＰＢ：ＣＱを求めなさい。

② ＰＲ＝ とする。三角形ＡＢＣの面積 1と四角形ＡＱＲＣの面積 2の面積比 1: 2

を を用いて表しなさい。

【図２】
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６ 図のように，１辺の長さが６㎝の立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨにおいて，正四面体ＡＣＦＨを

定める。このとき，次の各問いに答えなさい。

⑴ 三角すいＡＥＦＨの体積を求めなさい。

⑵ 正四面体ＡＣＦＨの頂点Ａから△ＣＦＨに垂線を下ろし，その垂線と△ＣＦＨの交点をＩと

する。線分ＡＩの長さを求めなさい。

⑶ 正四面体ＡＣＦＨと合同な２つの正四面体を，各辺の中点が一致するように重ね合わせて，

次のような立体を作る。このとき，４つの頂点Ｐ，Ｑ，Ｒ，Ｓを結んでできる長方形の周の

長さを求めなさい。
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